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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

・地域活動において、女性は大きな役割を果たしている反面、
リーダーに占める割合が低い。また、男性主体の運営が慣習化
する傾向にある一方で、女性自身も主体的な活動に消極的。

・市町村や地域の団体等と連携し、女性のエンパワーメントや
男女共同参画社会づくりのためのセミナー等を開催し、女性自
身や地域の意識啓発を行う。
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達成状況
の分析

1.県の審議会等での女性委員の割合については、長野県附属機関条例の制定等に伴い、集計対象が、これまで女性登用を
　積極的に行ってこなかった会議体にも拡大したことにより、前年度から減少した。
2.女性活躍推進法で定める「特定事業主行動計画」に位置付けられる「長野県女性活躍推進計画」に基づき、女性職員の
　管理職への積極的な登用、職域の拡大、キャリア形成に向けたきめ細かな支援等の取組の成果が表れてきている。
3.4年毎実施の県調査の結果を引用するものであるため、R1年度の結果は確認できないが、本県の解決すべき重要な
　課題を計るものであるため記載する。
4.随時、アンケート等で聞き取った利用者の声を事業に反映させており、高い有用度を維持している。

主な取組

✔女性活躍推進セミナー（経営トップ向け）の開催（R1.12.11　ホクト文化ホール）
　　　経営戦略として女性活躍推進に取り組むことは、企業にとってメリットがあることや、働き方
　　改革のヒントとなることなどについて情報提供を行い、トップダウンによる取組につなげること
　　を目的に開催。「女性の活躍推進企業知事表彰」表彰式、基調講演とパネルディスカッショ
　　ンを行った。

✔女性活躍推進セミナー（管理職向け）の開催（R2.1.20　長野市生涯学習センター）
　　　固定的性別役割分担意識を払しょくするためには、無意識の思い込みや偏見に気づくこ
　　とが重要であるという観点から、身近な事例をとりあげながら、講演とグループワークを行
　　った。

✔“あいとぴあ”男女共同参画フォーラムの開催（R1.9.11　男女共同参画センター）
　　　「災害時に女性の力を活かすために」をテーマに、男女共同参画の視点から避難所の設
　　営や避難所での生活について考えることを目的として、講演、パネルディスカッション等を
　　行った。　※県危機管理防災課と共同開催
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うち一般財源 54,549 56,485

43.0%

7.1%

・社会のあらゆる場面に、ジェンダーバイアス（性別によって
役割を固定する考え方・偏見）が根強く残っている。

・性差による思い込みを払しょくし、男女ともに自己の意思に
基づいて個性と能力が十分に発揮できるよう、セミナー等の開
催により意識啓発を行う。

成果指標
設定理由

1.政策決定への女性の参画度を示す指標として、県の審議会等での女性委員の割合を成果指標に設定
2･3.県の職場や雇用の分野における男女共同参画社会づくりの環境を表す指標として、管理職に占める女性の割合を成果指標
に設定
4.男女共同参画センターで実施する研修がどれだけ役に立つかを示す指標として、受講者アンケートによる有用度を成果指標
に設定
（1･3：長野県総合5か年計画目標値　2･4：第4次長野県男女共同参画計画目標値）

合計（A) 58,883

総合的に展開する
重点政策

5-2 女性が輝く社会づくり

14.0%

H29年度

－

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
○長野県の女性就業率は50.6%（全国2位）である一方で、管理職に占める女性の割合は都道府県の中で下位であ
る。
○自治会、PTAなど地域での活動では女性が大きな役割を担っているものの、方針決定過程への女性の参画が進ん
でいない。（女性の自治会長1.3%)
【目指す姿】
　男女共同参画に取り組む先進的な事例や身近なモデルを提供するとともに、講座・研修等による啓発を通じ
て、男女ともに個性と能力が十分に発揮できる男女共同参画社会の実現を目指す。
【実施内容】
　啓発イベントや講座等の実施、男女共同参画センターにおける各種研修、相談の実施、施設の管理運営 など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

民間企業の課長相当職以
上に占める女性の割合

・Ｍ字カーブは解消傾向にあるが、依然として働く女性の約5
割が出産を機に退職し、再就職は多くが非正規雇用のため、
キャリア形成が困難であり、管理職が少ない要因の一つとなっ
ている。

・経済団体等で構成する長野県女性活躍推進会議を通じて、仕
事と育児･介護等が両立しやすい環境づくりや女性の就業継
続、キャリア形成に向けた取組を進める。

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

jinken-danjo@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 04 05 02 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 男女共同参画推進事業費
部局 県民文化部

実施期間 S54

人権・男女共同参画課

59,838

前年度繰越

予
算
額

現計予算 58,883

59,838

－

未達成

未達成

達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況
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4

県の審議会等での女性委
員の割合

3

男女共同参画センター研
修受講者の有用度

2
県職員の管理職（課長級
以上）に占める女性の割
合

達成

目標値H30年度 R１年度

42.1%
（暫定値）

8.6%

9.9% －

91.0% 96.4%

女性活躍推進セミナー
（ホクト文化ホール）
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細事業
No.

2
51,050

千円
男女共同参画センター管理運営費

男女共同参画審議会の開催
　○２回開催－第５次長野県男女共同参画計画策定に関する検討

決　算 決　算
細事業名

直接

直接

女性があらゆる場面で活躍できる社会づくりを進めるため、企業における女
性の活躍推進に向けたイベントの開催や、女性自身のエンパワーメントを図
る学びの場を提供
　○女性活躍推進セミナーの開催－経営トップ向け、管理職向け　各１回
　○ライフスタイルデザイン基礎講座（委託）－２会場各４回開催
　○女性の「働く希望」寄り添い支援事業
　　－２会場でパネルディスカッション等を開催

第5次長野県男女共同参画計画の策定にあたり、県民意識調査を実施
　○満18歳以上の男女2000人を対象に実施（調査票送付･回収、集計は委
託）
　　回収率　53.0％

Ｈ30年度 Ｒ１年度

直接
啓発リーフレット印刷等（市町村等に配布）
　○女性相談窓口リーフレット
  ○男女共同参画社会づくりリーフレット「すべての人が輝くために]

市町村男女共同参画計画
策定支援

直接

自治会、公民館の役員等を対象に男女共同参画の視点を活かした地域づくり
の手法等について講座を開催
　○南箕輪村男女共同参画推進研修会
　　R1.12.5　南箕輪村教育委員会村民センター

男女共同参画セミナー 直接

2
男女共同参画センター事
業費

直接

女性のチャレンジ支援のための各種講座・研修等の開催
一般・法律相談、カウンセリング、情報提供等の実施
　○講座・研修等の開催－36回（出前講座、市町村との共催含む）
　○女性相談－電話･面接相談、カウンセリング、法律相談　1,433件
　○男性相談－電話相談　105件
　○図書室の運営、情報誌の発行

49,289

千円

1
男女共同参画センター管
理費

指定管
理

施設及び設備の維持管理等
指定管理先（㈱東急コミュニティー）
　○利用者－44,777人　　○指定管理料－35,481千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

部局事　業　名 男女共同参画推進事業費

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 04 05 02 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

県民文化部 課・室 人権・男女共同参画課

Ｈ30年度

決　算

Ｒ１年度

決　算

直接

男女共同参画審議会 直接

令和元年度　実施内容（実績）

男女共同参画社会実現に向けた気運醸成のため、県民大会、地域フォーラム
等の啓発イベントを開催
　○男女共同参画推進県民大会　R1.11.16　宮田村民会館
　○地域づくりミーティング　R2.2.20　県庁講堂

実施
方法

細事業を構成する主な取組

職場や地域における女性の活躍等を促進するため、セミナーを開催し、講師
を派遣
　○２市１町（岡谷市、長野市、下諏訪町）で実施

千円
男女共同参画推進事業費

6,099 7,288

千円

細事業
No.

1

男女共同参画社会づくり
県民協働事業

女性の活躍推進事業

第5次長野県男女共同参
画計画策定事業

No.

1

6

7

5

4

2

3

男女共同参画社会づくり
啓発事業
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